
項目 テーマ 取組み内容 ①取組みと②数値目標

2024年3月8日

 環境・
経済

移動・輸送に
おける環境
配慮の推進

　①　安全衛生に関する研修(ヒヤリハット研修、
　　　 禁煙教室等)の実施

　②　安全衛生に関する研修を年間2回実施

　①　ハイブリッドカー・電気自動車・燃料電池車
　　　 (FCV)の導入

　②　2030年までに導入率70％以上

有限会社阿波池田浄化槽サービス
代表取締役　岡崎　義常

当社は、国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し、
持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

SDGs宣言書

SDGsのゴール

　①　(1)事業継続計画(BCP)の策定
　　　 (2)食糧・飲料水の備蓄

 環境・
社会・
経済

災害・事故・
事業リスクの
未然防止

災害や事故等の有事に
おいても、事業を復旧・

継続するため、対応し得る
万全の準備を行います。

労働災害の防止のために、
社員一人一人へ安全衛生に
関する様々な機会を提供する

ことに努めます。

社有車、従業員の移動、
製品の輸送などにおいて、
より環境に配慮した手段を

選択します。

より良い地域づくりに貢献する
ため、従業員の地域活動
参加をサポートします。

 社会・
経済

職場の安全
衛生の向上

　②　(1)2025年までに策定したBCPを
  　　　　　全社員へ周知
　　　 (2)2025年までに全社員の食糧、
　　　　　　飲料水等の備蓄を完了

　①　活動手当の付与

社会
従業員の
地域貢献

活動の促進
　②　2025年までに地域活動参加手当
     　給付制度を創設
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